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日 本 国 際 教 育 学 会 

JIES NEWSLETTER 

January 2013  No.24 
 

 

 

ニューズレターダイジェスト 

 

○ 学会長挨拶 

○ 第 23 回 秋季大会報告 

○ 大会収支報告 

○ 第 23 回総会議事録 

○ 決算報告と予算案 

○ 2012-2013年度役員一覧 

○ 事務局だより 

○ 紀要『国際教育』第 19 号原稿募集 

○ 研究調査エピソード 

○  2013 年春季研究会のお知らせ 

○ 第 24 回研究大会のお知らせ 

 

 

 

 

 

 学会長挨拶  

 

 

第 23 回大会を終えて 

会長 岩崎 正吾（早稲田大学） 

 

この度、第 12期（2012 年～2014年）の会長を引き受けることになりました岩崎です。前田先生

が二期ご尽力され、そしてその前に江原先生が二期ご活躍された後を受けまして、どのように日

本国際教育学会を発展させていくか、責任の重大さに身の引き締まる思いをしています。私は

私なりにいい意味での「個性」を発揮して、日本国際教育学会を発展させていく以外にないと覚

悟を決めたところです。 

第 23回大会  国際シンポジウム 

(2012年 9月 29日 国際教養大学) 
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さて、第 23 回秋季研究大会は、秋深まる秋田にて無事開催されました。台風の影響が懸念

されましたが、第二日目の夕方の帰りの飛行機便等に欠航があり、予定を変更しなければなら

なかった以外に、天気に恵まれ、まさに秋田の「いい日」を満喫することのできた大会となりまし

た。 

開催にこぎ着けるまでには、山崎実行委員長を始め、国際教養大学の関係者の方々、それ

に理事会や学会事務局の関係者の方々に大変お世話になりました。厚く御礼申し上げます。ま

た全国津々浦々から参加して下さいました会員の皆さん、そして海外から、とりわけ台湾から学

会に参加して下さいました、楊武勲先生を始めとする多くの会員の皆さんにも厚く御礼申し上げ

ます。 

今回の大会では、課題研究が３本、シンポジウムが１本、そして自由研究が 36 本と地方の大

会では考えられないほど、盛大な大会となりました。 

課題研究Ⅰでは、「先住民族の教育権保障に関する国際比較研究」というテーマの下に、オ

ーストラリアから２人の先住民族教育の研究者を招聘し、大変興味深い報告が行われました。ま

た、課題研究Ⅱでは、「東日本大震災における日本在住外国人の対応」というテーマで、日本

が直面している喫緊の課題への問題提起が行われました。さらに、シンポジウムでは、「グローバ

ル化時代の魅力ある大学づくり−東アジアの視点から−」というテーマの下に、韓国と台湾の研

究者を交えて英語による熱い議論が展開されました。 

これらを通して、まさに日本国際教育学会が創りあげてきた研究の蓄積を背景とした課題へ

の深い考察が行われ、日本国際教育学会ならではの研究大会になったのではないかと思いま

す。 

私は思うのですが、日本国際教育学会のレーゾンデートルは、「国際的である」ということです。

それでは「国際的」とは何か、私は以下の３つの意味で指摘しておきたいと思います。 

一つは、研究対象の国際性だけではなく、前会長も指摘されていたことですが、理事を始めと

する役員選出にみられるように、日本国際教育学会の組織そのものが「国際的」であるということ

です。この意味での国際性は、他の学会にはない日本国際教育学会の一つの伝統となってい

ます。 

第二に、私たちは「教育」の真理を研究する学徒として、「国際教育」の内実は何かということ

を考えておかなければなりません。これには、様々な側面からのアプローチが可能ですが、研究

視点の国際性とも関係しており、「国際的」であることは「内と外」および「同質と異質」を含めて

「多様なものを認めること」を前提しているということです。私なりに一言で言えば、教育に関わる

自己・自地域・自民族・自国中心の価値を相対化し、教育における多様な価値を認め合い、研

究と議論を通して共通の価値を創造していこうと努力することではないかと思います。この意味

での国際性、すなわち「国際的」であることは、日本国際教育学会がこれまでも追求してきたし、

これからも真摯に追求しなければならない課題だと考えています。 

そのためには、第三に、日本における地方語をも含めて、文化を体現する主要な媒体として

の多様な言語が飛び交うことを必要なものと見なさなければなりません。現代世界では象徴的・

代表的な国際交流語としての英語はきわめて重要ですが、本物の研究と国際主義は、少数言

語をも含めて多文化主義・多言語主義を要請しているのではないでしょうか。 

最後になりますが、今回の大会の成功を糧にして、また、これまでの日本国際教育学会の歴

史的歩みを大事にしながら、交流の輪を拡げ、会員の増大に努め、研究の深化を通して、日本

国際教育学会がますます発展するよう皆さんとともに頑張りたいと思います。 
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 第 23回 大 会 報 告  

 

 

１．日本国際教育学会 第 23 回大会（2012 年秋季研究大会）報告 

         大会実行委員長  山﨑 直也（国際教養大学） 

 

 

日本国際教育学会第 23 回大会は、2012 年 9 月 29

日（土）・30 日（日）の両日、初日は緑豊かな国際教養

大学の奥椿岱キャンパス、2 日目は秋田市内のカレッ

ジプラザで開催されました。 

初日は、午前中に 2件の学会企画の課題研究発表

（課題研究 1「先住民族の教育権保障に関する国際

比較研究（１）―日本とオーストラリアの現状と課題に

ついて―」、課題研究 2「東日本大震災における日本

在住外国人の対応」）が行われ、それぞれに活発な議

論が展開されました。課題研究 1 では、岩崎正吾会員

（企画責任者）、前田耕司会員のほか、オーストラリアか

らの 2 名のゲスト―Anthony WELCH 氏（シドニー大学）、

Patricia KONIGSBERG 氏（西オーストラリア州教育省付属教育研究所）―にも、ご報告いただきま

した。 

午後には、学会と会場校の共催による国際シンポジウムと会員総会が行われました。国際シンポ

ジウムは、「グローバル化時代の魅力ある大学づくり―東アジアの視点から―」と題し、韓国の高麗

大学（Walter A. FOREMAN 氏）と台湾の国立曁南国際大学（楊武勳会員）からゲストスピーカーを

招いて、英語を公用語としない東アジア各国における高等教育の国際化の現状と課題、EMI

（English Medium Instruction、英語を媒介言語とする教学）プログラムの広がりを議論しました。

FOREMAN 氏及び楊会員による韓国と台湾に関する詳細な事例報告に加え、司会の太田浩会員

（一橋大学）が日本における EMI の現状、コメンテーターの黒田千晴会員（神戸大学）、勝又美智

雄氏（国際教養大学）が中国と国際教養大学の事例を紹介、フロアからも多くの質問が寄せられ、

内容豊富な 3 時間となりました。 

総会終了後、バスで市内に移動し、秋田ビューホテルで懇親会が行われました。きりたんぽ鍋、

稲庭うどんといった秋田の名物、地元食材をふんだんに使用した和洋中の料理のほか、数種類用

意された地酒が参加者の人気を博しました。 

2 日目には、午前中に会場校企画の課題研究（「グローバル・スタディズ教育の理念と実践」）と 4

つの自由研究発表分科会、午後に 5つの自由研究発表分科会が行われました。合わせて 35 件の

自由研究発表があり、2 つの分科会は英語で行われました。 

地方での開催ということで人出が心配されましたが、約60名を超

える会員にご参加いただき、公開企画の国際シンポジウムには、

百名を超える参加者が集まりました。ご参加いただいた会員の皆

様、大会の開催にお力添えをいただいた学会理事会及び事務局

の皆様、国際教養大学教職員及び学生の皆様、カレッジプラザ関

係者の皆様、シンポジウム各後援団体に、改めて感謝を申し上げ

たく存じます。 

 

 

 

 

 
懇親会を彩った地元秋田の美酒 

課題研究 1 :「先住民族の教育権保障に関する

国際比較研究」 
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2. 秋季大会の感想：日本国際教育学会第 23 回大会に参加して 

                        

日下部 龍太 

（早稲田大学院生・日本学術振興会特別研究員） 

 

私は、本年度に日本国際教育学会へ入会し、本大会で初めて自由研究発表をさせていただい

た、いわゆる新参者である。しかし、本学会は私のような新参者に対しても非常に開かれた学会で

あり、会場校である国際教養大学の学生も頻繁に論議に参加されている姿からは、大変恐縮な発

言ではあるが今後の一層の繁栄が期待できるなと感心させられた。 

本学会及び本大会の参加者は若手が中心であり、その興味・関心は広範に及んでいた。私の

自由研究発表を事例とさせていただけば、「日本植民地下台湾における教育方法の研究－教師

の日記・学校の独自教科書・生徒の聞き取り調査を中心に－」と題し、政策者側（台湾総督府など）

が行った教育政策が、現場（教師・学校・生徒）にどのように受けとめられたかの事例研究をさせて

いただいた。私の発表内容の質は、他の発表者各位の質よりも随分と拙かったにもかかわらず、聴

衆の先生方々の素晴らしき理解力と想像力に助けられ、質問は心理学や社会学など多方面から

受けることができた。その中でも「教師の日記は教育資料ではないため、他の教育資料の補足とい

うやり方以外での、いわゆる主役としての研究利用は慎重に行わねばならないのではないか」とい

う指摘は、資料の限界があるものの非常に考えさせられる質問であった。その他の発表としては、

中国・韓国・台湾などを中心とした留学生による報告が多く、日本人では知ることが難しい現地の

情報を聞くことができるのも本学会及び本大会の大きな魅力であった。また、課題研究発表で東日

本大震災が取り上げられるなど、最新の問題意識に対応している点も有意義な議論の源として成

功を収めた要因なのではないかと考える。 

最後にではあるが、文部科学省の学力テストで常にトップクラスに位置しており、美人の産地とし

ても有名な「学」及び「美」の都である秋田という地において、本大会を大盛況に導いた国際教養

大学の先生方及び学生方に感謝の意を述べて、私の感想の結びとさせていただきたい。どうもあり

がとうございました。 

 

BHATTARAI Binod 

(Tokyo University of Foreign Studies, Ph.D. candidate ) 

 

   First of all, I would like to thank Professor Akito Okada and the Department of Global Studies to 

accept me as a Ph.D. candidate. Although my major was agriculture and environment, my dream has 

always been to study about social issues, integral society, education and health care, only to mention 

a few of my interests.  

   It was my first visit to Akita and the beauty of its nature amazed me. On the first day of the 

conference, I attended the presentations of my colleagues from different universities of different 

countries. I had to present on the second day about the role of higher education for sustainable 

development and was quite nervous. But it was a wonderful session and I learned a lot from my 

seniors, professors and other researchers who were very cooperative and encouraging. The 

presentation made me feel quite confident and I would not want to miss the upcoming events.  

   As you may know, Nepal is a least developed country where over 50 percent of the population 

lives below poverty line. Although education is the backbone of economy, health and sustainable 

development, the literacy rate is still about 65 percent of the total population. Because of poverty 

even primary education is out of reach for some children.  

    At last I appreciate all the members of Japan International Society for providing me such an 

opportunity as well as my university and my supervisor Professor Akito Okada. I would like to take 

part in all up coming events. Once again thank you so much. 
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3．第 23 回大会収支報告 

 

収入の部   

項目 金額 備考 

大会補助費 150,000    

大会参加費 207,000  3,000 円 x69 名 

懇親会 220,000  5,000 円 x44 名 

  577,000    

   

支出の部   

印刷代 120,300  報告要旨集録、大会用封筒、払込用紙印字代 

送料 74,500  大会案内、プログラム等送料、出欠届用ハガキ 

謝金 30,000  シンポジウムコメンテーター謝礼 

茶菓子代 10,766  会員休憩スペース用 

弁当代 11,700  
650 円 x18 個 

（シンポジスト 4、通訳者 3、運営スタッフ 11） 

振込手数料 630    

懇親会費 249,456    

消耗品 909  USB メモリ、クッション封筒 

  498,261    

   

総収入 557,000 円  

総支出 498,261 円  

差額 78,739 円  

 

 

 

4. 日本国際教育学会第23回総会議事録 

 

日時：2012 年 9 月 29 日（土）17 時 30 分～18 時 30 分 

会場：国際教養大学Ｄ棟 Lecture Hall 

 

開会の辞 

 江原理事より開会の辞があり、大会開催校等に対する謝辞があった。 

第 23 回大会実行委員長挨拶 

 山崎大会実行委員長より挨拶があり、参加者に対する謝辞等があった。また、秋田での開催にも

かかわらず、100 名ほどの参加があったことが報告された。 

学会長挨拶 

 岩崎会長より挨拶があり、大会開催にあたり、謝辞等が述べられた。 

議長選出 

 挙手がなかったため、事務局案として黒田会員・若園会員が選出され承認された。 
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Ⅰ．報告・承認・決議事項 

 

1.  2011 年度（2011 年 8 月 1 日～2012 年 7 月 31 日）事業報告 

（1）学会（会員数）の現況（資料①） 

（2）2011 年度活動報告（資料②） 

金塚事務局長より、資料①に基づいて報告があった。 

(3) 2011 年度決算報告（資料③） 

大迫前事務局より、資料②に基づき報告があった。 

(4) 2011 年度会計監査報告（資料③） 

監査報告書に栗栖監査、平岡さつき監査らの押印が確認され、また、事務局長の報告年月日

が 2012 年 9 月 7 日付であると加筆修正された上で報告が承認された。 

(5) 紀要編集委員会報告（資料④） 

 佐藤紀要編集委員長より、資料④に基づき、紀要第 18 号の編集および発行について報告がな

された。また，市販化に伴い ISBN コードを取得したことが報告された。 

 

2．第 23-24 期役員選挙結果 

(1) 役員選挙実施状況(資料⑤) 

前事務局長大迫理事より、資料⑤に基づき、報告がなされ、役員選挙に関する事務局の不手際

についてお詫びがなされた。 

(2) 選挙結果について（資料⑤） 

羽田選挙管理委員長より、選挙の不手際についてのお詫びに続き，資料⑤に基づき、報告なさ

れた。 

 

3．第 23-24 期理事会体制 

(1) 新役員と会務分掌について（資料⑥） 

岩崎会長より、資料⑥に基づいて報告がなされた。 

(2) 事務局体制について（資料⑥） 

岩崎会長より、資料⑥に基づいて報告がなされ、新役員とともに承認された。 

 

4．申し合わせ事項案（会費納入および個人情報の取り扱い）について（資料⑦） 

佐藤副会長より、資料⑦に基づいて報告がなされた。 

 

Ⅱ．審議事項 

 

1. 2012 年度（2012 年 8 月 1 日～2013 年 7 月 31 日）事業計画（案） 

 

（1）2012 年度活動計画（案）（資料⑧） 

金塚事務局長より資料⑧に基づいて説明があり、承認された。今年度の変更点としては、30 周

年積立口座を継続する（毎年 5 年ずつ積み立てる）が用途は未定であること、学会紀要論文等に

関する学会ポリシーを国立情報学研究所に申請することが挙げられた。 

 

（2）2012 年度予算（案）（資料⑨） 

金塚事務局長より、資料⑨に基づいて説明があり予算案が承認された。交通費 10 万円計上、

春季研究大会開催補助費 3 万円計上、印刷費の増額等が報告された。 

 

2. 紀要電子保存・公開化に係る手続きについて（資料⑩） 

 金塚事務局長より、資料⑩に基づいて報告がなされ、承認された。また、資料⑥の紀要電子化推
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進委員会委員長として大迫理事、同委員小川佳万会員、同委員白幡真紀会員を提案していること

などが説明され、承認された。 

 

3．紀要編集規程の改正について（資料⑪） 

佐藤副会長より、資料⑪に基づいて報告がなされ、承認された。 

 

4．「日本国際教育学会賞」の創設について（資料⑫） 

岩崎会長より、資料⑫に基づいて報告された。また、資料⑥に基づき、学会賞選考委員会委員

長として江原理事、委員として前田理事、森岡会員、アスピノール特任理事、楊理事、若園幹事が

提案され、承認された。 

 

5．学会費の変更について（資料⑬） 

金塚事務局長より、資料⑬に基づいて、学生会費が5000円から6000円へ変更されることなどが

説明され、承認された。 

 

6．「教育学関連学会連絡協議会（仮称）」への参加について（資料⑭） 

佐藤副会長より、資料⑭に基づいて報告がなされ、結成準備会に参加した後、参加の方向で検

討していくことで承認を得た。 

 

7．2013 年春季研究会の開催校について 

江原理事より、2011 年 3 月 19 日に帝京大学で予定していた大会の代わりとして、2013 年度の

春季研究大会が帝京大学で開催されることが報告され、承認された。 

 

8. 第 24 回研究大会開催校について 

羽田理事より、第 24 回研究大会が日本大学で開催されることが報告され、承認された。 

 

9． その他 

閉会の辞 

佐藤副会長より本総会ならびに本研究大会に対する感謝の意が述べられ総会が締められた。 

（文責：大谷杏） 
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5.  2011年度（23期）決算報告 
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日本国際教育学会 2012 年度（24 期）予算案 

（期間 2012 年 8 月 1 日から 2013 年 7 月 31 日） 

   

収入の部   

費目 予算 詳細 

前年度繰越金 1,946,641   

会費 1,100,000 正会員×80 口 学生会員×50 口 

利子 100 郵便貯金利子・UFJ 銀行預金利子 

紀要販売 30,000 機関・個人購読 3000× 10 口 

寄付金 0   

雑収入 0   

収入合計 3,076,741   

   

   

支出の部   

費目 予算 詳細 

交通費 100,000 事務局・紀要編集・会計監査交通費補助など 

消耗品費 40,000 封筒・切手・用紙代など 

郵送費 100,000 紀要発送・メール便代など 

会合費 40,000 理事会・紀要編集委員会の会場費・弁当代など 

大会開催補助費 180,000 大会開催補助費 150000・春季研究会開催補助費 30000 

庶務費 60,000 コピー・手数料 

謝礼費 20,000   

印刷費 700,000 紀要６５００００・ニューズレター印刷５００００・編集費 

予備費 50,000   

次年度繰越金 1,736,741   

30 周年記念企画積立金 50,000 2012 年度分 

支出合計 3,076,741   

   

30 周年記念企画積立金  

前年度繰越金 150,000 2009 年度分・ 2010 年度分・2011 年度分 
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6．2012－2013 年度役員一覧 

 

役職 氏名 所属 担当 国籍 

会長 

副会長 

理事 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

岩﨑正吾 

佐藤千津 

牛渡淳 

江原裕美 

大迫章史 

岡田昭人 

羽田積男 

平岡さつき 

前田耕司 

山﨑直也 

グレゴリー・プール 

山口アンナ真美 

楊武勲 

早稲田大学 

東京学芸大学 

仙台白百合女子大学 

帝京大学 

仙台白百合女子大学 

東京外国語大学 

日本大学 

共愛学園前橋国際大学 

早稲田大学 

国際教養大学 

同志社大学 

北海道教育大学（非） 

曁南国際大学 

 

規程、国際交流 

研究 

春季研究会（２０１３年） 

ニューズレター 

広報、春季研究会（２０１４年） 

秋季研究大会（第24回） 

規程 

研究 

紀要編集 

秋季研究大会（第25回） 

ニューズレター 

国際交流 

 日本 

 日本 

 日本 

 日本 

 日本 

 日本 

 日本 

 日本 

 日本 

 日本 

 米国 

 ブラジル 

 台湾 

特任理事 

特任理事 

鄭任智 

ロバート・アスピノール 

早稲田大学（非） 

滋賀大学 

 

 

 日本 

 英国 

事務局長 

事務局次長 

同 

事務局幹事 

同 

同 

同 

同 

金塚基 

田中真奈美 

西村貴之 

井谷泰彦 

大谷杏 

孫儀 

張鵬 

宮崎敦子 

東京未来大学 

東京未来大学 

首都大学東京 

早稲田大学（院生） 

早稲田大学（院生） 

早稲田大学（院生） 

早稲田大学（院生） 

早稲田大学（院生） 

 

ホームページ、他 

学会名簿 

理事会議事録 

理事会議事録 

会計 

会計 

会計 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計監査 

同 

宮本美能 

桑原清 

大阪大学 

北海道教育大学 

 

 

 

 

名誉理事(国内) 

名誉理事(国外) 

顧問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 11 

各種委員会 

 

紀要編集委員会委員長 

同 委員 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

同 幹事 

山﨑直也 

太田 浩 

黒田千晴 

斉藤泰雄 

坂内夏子 

玉井康之 

ロバート・アスピノール 

渡部孝子 

国際教養大学 

一橋大学 

神戸大学 

国立教育政策研究所 

早稲田大学 

北海道教育大学 

滋賀大学 

群馬大学 

 

 

 

 

 

 

選挙管理委員会委員長 

同 委員 

同 

同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会賞選考委員会委員長 

同 委員 

同 

同 

同 

同 幹事 

江原裕美 

前田耕司 

森岡修一 

ロバート・アスピノール 

楊武勲 

若園雄志郞 

帝京大学 

早稲田大学 

大妻女子大学 

滋賀大学 

曁南国際大学 

北海道大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紀要電子化推進委員会委員長  

同 委員 

 同 

同 幹事 

同 幹事 

大迫章史 

小川佳万 

白幡真紀 

仙台白百合女子大学 

東北大学 

元・東北大学（院生） 

  

 

 

 

 事 務 局 だ よ り  

 

 

1．連絡先・ご所属変更を至急お知らせ下さい． 

4 月からの新年度を迎え，所属変更にともない会員資格に変更がある方，連絡先が変更になる

方がおられましたら，至急事務局長までメール(kanatsuka.motoi@tokyomirai.ac.jp)等にてご一報下

さい。 

mailto:kanatsuka.motoi@tokyomirai.ac.jp
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2．新入会員紹介 

  2011 年度第 2 回～2012 年度第 1 回常任理事会で入会を承認された新入会員の皆様をご紹介

します。（順不同） 

 

 氏名 所属 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

樂大維 

小山晶子 

谷口利律 

グリンシタイン・イリナ 

ヒクマトラエフ・ジャスル 

陳叡騰 

森いづみ 

宮田緑 

桑原清 

荻野杏菜 

関裕子 

斯琴高娃 

SENG CHANDA 

中川祐治 

日下部龍太 

馬場良二 

杉村美佳 

BHATTARAI Binod 

Jerry PLATT 

福田彩 

張鶯繍 

李昱成 

斉藤泰雄 

内海由美子 

髙畑幸 

頼羿廷 

子浦恵 

宮﨑敦子 

早稲田大学大学院生 

慶應ジャン・モネＥＵ研究センター 

日本学術振興会特別研究員 

東京外国語大学院生 

東京外国語大学院生 

西南大学 

ペンシルベニア州立大学 

東京工業大学院生 

北海道教育大学 

早稲田大学院生 

筑波大学留学生センター非常勤講師 

東京外国語大学研究生 

日本大学大学院生 

福島大学 

早稲田大学院生 

熊本県立大学 

上智大学短期大学部 

東京外国語大学院生 

国際教養大学 

国際基督教大学院生 

国立曁南国際大学院生 

国立曁南国際大学院生 

国立教育政策研究所 

山形大学 

静岡県立大学 

東北大学院生 

お茶の水女子大学院生 

早稲田大学院生 

 

 

 

 

    日本国際教育学会紀要『国際教育』第 19号原稿募集  

 

日本国際教育学会紀要編集委員会では『国際教育』第 19 号の発刊に際し、自由投稿論文、研

究ノート、調査報告、教育情報、資料紹介を募集いたします（2013 年 3 月 1 日必着）。投稿希望

の会員は以下の要領にしたがって投稿して下さい。なお、投稿原稿の募集に関しては、本学会公

式ウェブサイト（http://www.jies.gr.jp/）の「学会紀要」のページで「編集規程」および「投稿要領」

に関する最新情報を必ず確認するようにして下さい。 
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１．投稿要領（論文・その他） 

（１）投稿資格 

投稿資格は、日本国際教育学会の会員に限られる。投稿に際して、入会審査が完了して

いること、当該年度の会費を完納していることが投稿の条件となる。 

 

（２）投稿論文（等）のテーマ 

論文（等）のテーマは日本国際教育学会活動の趣旨に沿うものとする。 

 

（３）投稿原稿の要件 

1. 投稿原稿は、口頭発表の場合を除き，未発表のものに限る。 

2. 使用言語は、日本語、英語、中国語のいずれかとする。 

      3. 他の学会誌や研究紀要などへの投稿原稿と著しく重複する内容の原稿を本誌に併 

     行して投稿することは認めない。 

      4. 前号に論文（等）が採用された者の連続投稿は原則として認めない。 

      5. 本投稿要領に反する原稿は受理できない。 

 

（４）投稿原稿の種類 

1.  研究論文：国際教育に関する理論的知見を伴う研究成果であり、独創性のある実証  

的または理論的な論考。 

2.  研究ノート：論文に準じ、断片的に得られた研究成果や調査成果であり、特に新しい知

見、萌芽的な研究課題、少数事例、新しい調査・研究方法などの発見・提起に関する考

察で発展性のあるもの。 

3.  調査報告：国際教育に関する調査の報告であり、調査の目的と方法が明確で、なおか

つ調査結果の分析と解釈が妥当で資料的価値が認められるもの。 

4. 教育情報：国際教育の参考となる研究・実践・政策等に関する情報で、速報性と話題性

の観点から研究上の価値が認められるもの。 

5. 資料紹介：国際教育の参考となる資料の紹介であり、国際教育の研究と実践においてそ

の資料を広く共有することの意義が認められるもの。 

 

（５）原稿の様式 

1. 原稿は、図や表、脚注を含めて全て横書き、ワープロ書き、10.5 ポイントとし、A4 判用紙

を使用することとする。 

2. 和文、中文は、1 行 40 字×40 行(1,600 字)で印字する。英文はダブル・スペース 22 行と

する。 

3. 執筆分量は下表の通りとする。 

 

投稿原稿の別 ページ数制限 

論文（Research Paper） 

和文 10 ページ以内

英文 23 ページ以内  

中文  6 ページ以内 

研究ノート（Research Note） 

和文 5 ページ以内    

英文 15 ページ以内  

中文 3 ページ以内 

調査報告（Research Report） 

教育情報（Research Information） 

資料紹介（Data） 
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4.  英文原稿は American Psychological Association’s Manual of Style, 4th Edition に準拠 

  する。 

5. 題目は 12 ポイントとし、日本語・中国語の場合は副題も含めて 30 字以内、英語の場合は

15 words 以内とする。 

6. 原稿にはページ番号を付す。 

7. 審査の公平を期するため、提出する原稿において「拙著」「拙稿」の表現や、研究助成や共

同研究者・研究協力者等に対する謝辞など、投稿者名が判明するような記述は行わない。 

8. 投稿に際しては、十分に推敲を行うこと。特に外国語を使用する場合、誤字・誤記あるいは

文法的誤りのないように十全の準備を行い投稿すること。 

（６）原稿送付方法 

1.  投稿原稿は、原稿と要旨を各 3 部（うち 2 部は匿名。複写可とする）提出する。 

    電子ファイルのみによる投稿は受け付けない。 

2. 別紙（A4 判）に、投稿原稿種の区分、原稿の題目、氏名、所属・職名、連絡先（住所、電

話、メールアドレス）を記入して 1 部添付する。 

3. 和文論文には英語 500 語以内の要旨、英語・中国語論文には日本語の要旨（A4×1 

枚以内。字数は上記規定に準拠する)を 3 部（うち 2 部は匿名）添付する。 

4. 英文要旨にはその日本語訳を 3 部（うち 2 部は匿名）添付する。 

5. 提出後の原稿の差し替えは認めない。また原稿は返却しない。 

6. 投稿する論文（等）と内容の面で重複する部分を含む論文（等）を既に発表ないし投稿し

ている場合は、その論文（等）のコピーを 1 部添付する。 

（７）原稿送付期限 

投稿原稿は 2013 年 3 月 1 日（必着）までに、紀要編集委員会宛に提出するものとする。投稿

原稿は、紀要編集委員会において審査を行い、採択、修正のうえ再審査、不採択が決定され、

投稿者に通知される。再審査の場合、定められた期間内での原稿修正の権利が与えられる。

なお、採用原稿に関しては原稿（ハードコピー）とともに電子ファイル原稿（英文要旨を含む）

も提出すること。 

 

２．問い合わせ先／原稿送付先 

日本国際教育学会紀要編集委員会事務局 

〒010-1292 秋田県秋田市雄和椿川字奥椿岱 193-2 

国際教養大学 山﨑直也研究室気付 

E-mail: yama708@aiu.ac.jp 

 

 

 

ADDITIONAL GUIDELINES FOR ENGLISH MANUSCRIPTS 

CALL FOR PAPERS: JOURNAL of INTERNATIONAL EDUCATION, Volume 19 

 

Submissions to the 19th edition of the Journal of International Education are now being accepted, 

with a deadline of March 1, 2013. Authors making submissions in English should review the 

following guidelines. Any manuscripts not confirming to this procedure shall not be acceptable. 

Authors should also refer to the latest version of this procedure in addition to the Provisions for 

Editing Bulletins of JIES on the JIES’s website (http://www.jies.gr.jp/) before submission. 

 

1. Conditions for accepting manuscripts 

  (1) Manuscripts must be original work of the author(s).  

  (2) Journal of International Education (JIE) considers all manuscripts on the strict condition that 
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they have been submitted only to JIE, that they have not been published already, nor are they 

under consideration for publication elsewhere. 

  (3) Authors whose papers were accepted in the previous year cannot submit in the present year. 

2. Submission 

(1) Papers should be double spaced, submitted on A4-size paper, contain twenty-two lines per 

page, and be no longer than twenty-three pages in total length. Margins on the top, bottom, and 

sides should be no shorter than 2.5 centimeters (i.e., one inch). 

(2) Three copies should be submitted to the Editorial Committee for review. One copy should 

include the author’s name, address, institutional affiliation, and phone number on the cover, and 

the other two should include only the title in order to maintain the author’s anonymity. An 

electronic version should also be included. 

(3) A cover sheet should include the category of the manuscript (choose one from this 

list: research paper; research note; research report; research information; data), title, author’s name, 

author’s affiliation, mailing address, telephone/fax number, and e-mail address. 

(4) A completed manuscript should be submitted and it cannot be returned or replaced once 

submitted. 

(5) All English manuscripts must include a Japanese abstract that is no longer than one page in 

length (A4 size). 

(6) For pagination, use Arabic numerals. 

(7) The manuscripts should not have any textual references to the author(s). References to the 

author’s names should be blacked out. The acknowledgements should not be included at the time 

of submission. 

(8) Electronic-only versions of manuscripts will not be accepted. 

3. Style and format 

For general guidelines on appropriate style and format, please refer to the Publication Manual of 

the American Psychological Association.  

Example: 

Smith, J. (2000). The educational challenges of the new century. New York: Broadway 

Publishing.  

Pavil, S. (1997). Capitalizing on cultural capital: The movement of knowledge through 

corporations. Harvard Business Journal, 14 (1), 654-675. 

4. Decision to accept 

All manuscripts will be accepted without revisions; accepted conditionally, with stipulations for 

more revisions; or rejected. In the case of conditional acceptance, the Editorial Committee 

reserves the right to reject a manuscript after revisions have been made if revisions are deemed 

insufficient. Once the manuscript is accepted for the publication, author should submit the revised 

electronic version (including Japanese abstract). 

5. All authors are encouraged to have their manuscript copy-edited before submitting the paper, 

especially authors for whom English is a foreign language. Writers who submit manuscripts that 

have typographical and/or grammatical errors risk having their papers rejected. 

 

Please send all submissions by postal mail to: 

Dr. Naoya Yamazaki 

Akita International University, Yuwa, Akita-City, 010-1292, Japan 

Inquiries about the journal may be directed to Dr. Yamazaki by e-mail (yama708@aiu.ac.jp). 
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      日本国際教育学会紀要『国際教育』第 19号  

 （2013 年春季研究会推薦論文）投稿要領  

 

日本国際教育学会紀要『国際教育』第19号に掲載する「2013年春季研究会推薦論文」を募集

いたします。投稿される方は以下の要領に従って投稿して下さい。投稿資格は、「2013年春季研究

会」で発表を行った会員のうち、2013年春季研究会実行委員会から優秀発表者として推薦され、

かつ投稿を希望する方に限られます。また当該年度までの会費を完納していることが条件となりま

す。投稿要領に反する原稿は受理できませんので、投稿原稿の送付期限や執筆分量をご確認下

さい。なお、投稿に際しては本学会公式ウェブサイト（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jies/）の「学会紀要」

のページで「紀要編集規程」とあわせて、投稿要領に関する最新情報を必ず確認するようにして下

さい。 

 

１．投稿要領 

（１）論文のテーマは春季研究会での発表と同一のものとする。 

（２）論文の内容は発表内容に基づき、春季研究会での質疑応答の成果を反映させたものとする。 

（３）投稿論文は、春季研究会での発表を除き、未発表のものに限る。 

（４）使用言語は、日本語、英語、中国語のいずれかとする。 

（５）①原稿は、図や表、脚注を含めて全て横書き、ワープロ書き、10.5 ポイントとし、A4判を使用

することとする。 

②和文、中文は、1 行40 字×40行（1ページ1,600 字）で印字する。英文はダブル・スペ

ースで22 行とする。 

③執筆分量は、以下の通りとする。 

投稿原稿の別 内 容 ページ数制限 

2013 年春季研究会推薦論文 
春季研究会で推薦を受けた

発表内容を発展させたもの 

和文5ページ以内 

英文15ページ以内 

中文3ページ以内 

また、英文原稿はAmerican Psychological Association’s Manual of Style, 4th Edition に準

拠する。 

④題目は12 ポイントとし、日本語・中国語の場合は副題も含めて30字以内、英語の場合は

15語（15 words）以内とする。 

（６）投稿原稿には、和文論文には英語500語以内の要旨、英語・中国語論文には日本語の要旨

（A4判×1 枚程度。字数は（５）に準拠する）を添付し、原稿と要旨を各3部（うち2部は複写

可、匿名とする）提出する。電子ファイルのみによる投稿は受け付けない。 

 

（７）投稿原稿は2013年3月末日（必着）までに、紀要編集委員会宛に提出するものとする。投稿原

稿は、紀要編集委員会において審査を行い、採択、一部修正により採択、不採択が決定さ

れ、投稿者に通知される。修正再審査の場合、定められた期間内での原稿の修正の権利

が与えられる。なお、採用原稿に関しては原稿（ハードコピー）とともに電子ファイル原稿

（英文要旨を含む）も提出すること。 

 

２． 問い合わせ先／原稿送付先 

日本国際教育学会紀要編集委員会事務局 

〒010-1292 秋田県秋田市雄和椿川字奥椿岱 193-2 

国際教養大学 山﨑直也研究室気付 

E-mail: yama708@aiu.ac.jp 
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 研究調査エピソード  

 

熊本県芦北町「国際交流まつり」視察報告 

 

田中真奈美（東京未来大学） 

 

東京未来大学特別研究助成費をいただき、2011 年度から行っている「カンボジアを中心とした

国際交流と教育支援に関する研究」（研究代表者：同大・鈴木光男）の一環で、カンボジア支援に

独自の取り組みをしている熊本県芦北町を訪問しました。11 月 4 日（日）に「国際交流まつり」が開

催され、ALT として芦北町に滞在している外国人が作った母国の料理や芦北の地元の食材を使

用した料理が屋台で販売され、各国の民族衣装が試着できるコーナーや芦北町の取り組みを紹

介したコーナーなどがあり、多くの町民で賑わっていました。竹崎一成町長をはじめ、町会議長や

JICA 関係者など多数の来賓が来ており、なかでも竹崎町長は芦北町の取り組みを研究しているこ

とに興味を示され、来賓として町民に挨拶をすることになってしまいました。 

芦北町では竹崎町長のもと、創造力に富んだ国際人を育成するため、1995 年度に「芦北町国

際化・国際交流検討委員会」が設置され、さらに、町の将来の国際化に関する活動を推進するた

めに「芦北町国際交流協会」が設置されています。 

主な活動には、カンボジアへの小学校校舎寄贈があります。芦北町町立の佐敷小学校の児童

の呼びかけから始まったこの活動は、「カンボジア学校建設募金活動」としてチャリティーバザーが

毎年実施されています。売上金は、国際交流協会に寄贈され、学校建設資金として使用されます。

また、同町立大野小学校では、食育と総合的な学習の単元と関連させ、米とサラダ玉ねぎを栽培

し、その売上金を同様に寄付しています。この取り組みは、総合的な学習の時間で、4、5 年生合同

で振り返りを行い活動の意義などが話し合われてきました。 

ひとつの小学校から始まったこの活動は、町民の中にも広がり芦北町の文化となっており、町中

いたるところに募金箱が置かれ町民全員で寄付金集めが行われています。このような動向の背景

に何があるのかを今後研究し、考察していきたいと感じました。 
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 日本国際教育学会 2013年春季研究会のお知らせ  

 

実行委員長:江原裕美（帝京大学） 

事務局長:土屋千尋（帝京大学） 

事務局次長:鈴木賀映子（帝京大学） 

 

 春季研究会を以下の要領で開催することになりましたのでご案内申し上げます。大会実

行委員会は、「若手を育てる」「研究内容についての実質的な議論が出来る時間を多く取る」

という目的に向け、微力ながら努力致しますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げ

ます。 

 特に優秀な発表は、春季研究会から学会紀要へ推薦致します。 

 自由研究発表を中心に活発な議論が交わされますよう、多くの方々の参加をお待ちして

おります。皆様ふるってご参加ください。 

 

1. 日時 

 2013 年 3 月 4 日（月）13 時〜17 時 30 分（予定） 自由研究発表 懇親会等（懇親会等の時間は

後日お知らせ致します。）（＊理事会：12 時より） 

 

2. 会場 

 帝京大学第一新棟（17 号館） 

 〒192-0395 東京都八王子市大塚 359 

路線 /キャンパス内地図/は 

http://www.teikyo-u.ac.jp/applicants/guidance/access/hachioji/index.html 

 

3. 参加費・懇親会費 

 参加費：  一律 500 円   

 懇親会費： 一律 4000 円  

 

 

4. 自由研究発表および参加の申込期限 

 自由研究発表申し込み期限 2013 年 1 月 13 日（日） 

 発表要旨送付期限     2013 年 2 月 3 日（日） 

参加申し込み期限     2013 年 2 月 24 日（日） 

 

5. 申込要領 

 発表希望者は、「氏名、所属、連絡先：携帯電話番号とメールアドレス、発表タイトル、懇親会参

加の有無」を、その他の参加希望者は「氏名、所属、連絡先：メールアドレス、懇親会参加の有無」

をメール本文に記載の上、実行委員会事務局長（土屋千尋）jies13sp@main.teikyo-u.ac.jp 宛に電

子メールにてお申し込みください。なお、発表者は会員に限られますので、非会員で発表を希望

の方は、入会手続きを http://www.jies.gr.jp/nyukai.html にてお済ませください。発表者は、発表

要旨(A4×2 枚)を 2013 年 2 月 3 日（日）までに電子メールにて実行委員会までご提出頂きます。 

 

6. 発表する場合の発表要旨書式 

 本文 MS 明朝体 10.5 ポイント、40 字×38 行、余白は上下左右 25 ミリです。1 行目からタイトルの

み 12 ポイント太字で。以降は 10.5 ポイントに戻し、1 行空けて右詰めで氏名（所属）、さらに 1 行空

けて本文を始めて下さい。 

http://www.teikyo-u.ac.jp/applicants/guidance/access/hachioji/index.html
http://www.jies.gr.jp/nyukai.html
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7. 学会紀要への推薦論文の提出締め切りについて 

 学会紀要に推薦されました場合、完成原稿の投稿締め切りは紀要編集の都合上、紀要編集委員

会まで 3 月 31 日（日）（必着）となります。締め切りまでの期間が短いのでご注意願います。 

 

8. お問い合わせ 

  日本国際教育学会 2013 年春季研究会実行委員会 

 住所: 〒192-0395 東京都八王子市大塚 359 

帝京大学教育学部 土屋千尋 

TEL 042-678-3275 または 042-678-3596 

FAX 042-676-0388 （教育学部土屋宛と明記して下さい。） 

春季研究会用 Email アドレス  jies13sp@main.teikyo-u.ac.jp 

 

 日本国際教育学会第 24回研究大会のお知らせ  

 

実行委員長 羽田積男（日本大学） 

 

2013 年度、第 24 回日本国際教育学会を下記のとおり開催する予定です。大学にとっては、夏

休み明けの授業再開の週に開催する大会となりますので、何かと行き届かない点があろうと思いま

すが、多くの会員の皆様、東京での学会にふるってご参加下さいますよう、ここにご案内を申し上

げます。 

 

1． 日時  2013 年 9 月 28 日（土）・29 日（日） 

 

2． 会場  日本大学文理学部 3 号館・他 

 懇親会 3 号館 「秋桜」 

 

3． アクセス 京王線下高井戸駅・桜上水駅から徒歩約 8 分 

 

4． ご宿泊 ご宿泊は各自でご手配ください。 

 

5． 事務局 〒156-8550 東京都世田谷区桜上水 3－25－40 

    教育学研究室（03－5317－9714） 

 

6． スタッフ 

    大会実行委員会 委員長 羽田積男（会員） 

    大会実行委員会 事務局 富田純喜（研究室助手） 

                     松岡侑介（研究室職員・助手） 

                     セン・チャンダ（会員） 

大学院生 
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